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幼児・児童を対象にした運動指導の姿勢改善効果

深代 千之 （東京大学）

秋 山 恒 視 （（株）ザ ・ビッグスボーツ）

須子武志視（（株）ザ ・ビッグスボーツ）

キーワード： 発育期．運動指導体幹．姿勢述{i)J能）J

研究目的

本研究の Il fIりは．幼児 ・ 児'•itにワークとドリルを課す

ことによ って． I，i.1立姿勢がどの程）文改仰するかについて検

,i寸することであった

研究方法

・対象 ：対象者は． 4歳～ 12歳の幼児 ・児憎総計135

名であった

• jUl I:il :‘|;•成 25 ィ，：•5J j~7 J J (2ヶJJ r:il). 

• 練齊：姿勢改務のためのワーク ・ ドリル．

• il!IJ定：練習期間の前後に． II:.lfli・側Ihiの姿勢測定（下

図）．）LIじ測走．述動能）Jil!ll定．
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べてイi,f心に改仰した，

体））測定3Jti 11はすべてうまく改・；窮傾向があった・

2)個別改善例

• 5 歳 • 7歳 • 9 歳ともに ． ）di均等体前とな り． 正 l1 I線

が改務した

，函l

＂ 
通i 函

測定（下図），足圧測定，運動能力測定

以 1ー．より ． ワーク ・ドリルによるジュニア姿勢および巡

動能）J改袴の試みは．幼児期の発行において拓めてイi効

である ． と結論さiLた．

結果と考察

—．ヶ 月のワーク ・ ドリルによ って ． 以 ドのような効果が

紺られた

1)全体の統計処理において

・ll--_I(Ii/[l |lil / l1••_ l(Iih iドがり： 6-8歳でイi邸に改袴．

・ 11••_l(Iiおへそ ：改；窮傾向あり．

・イi側1fii.lj穴 ・イi側l(Iihi.1i側I(liKIし： ｛ー：すべて改拘傾

向があった．

・レーザーチャート：令体的な姿勢改仰が明らかに認め

られた．

・足／,:_:令体的には変化なし＿

• I月Ill↓片足 I,i．ち ．、7.ち幅跳び .I又復横とび ：6-8歳です
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スポーツ還元主義の可能性についての考察

体罰・暴力問題との関連において一一

島崎直樹 （↑j,Jぅ；（大学）

キーワー ド： スボーツ遥Jじ．体：iil．指祁．勝利至 I・.

2013年の 1年1：りはスホーツ界におし‘て．体：iiiや｝心）Jと

いう指祁者側のイ<fi':1iとして多 くO)i伸在して lヽた1Bl題が

明るみになり．様々な現拗やそれを就括する団体において

も．いかに指導体制を適切に保ってlヽ くかにつし、て深く

考えさせられ．対応を追られた年でもあった これら0)|!il

題から． スボーツ指祁者と選手illl0)関係性をより具体的

かつ厳密に捉える動きが強くなってきている．

文部科学省では．イi識者による述勅iii外，ri動のイ［り）jに

関する調介研究を行し、．報；',:,1}が収りまとめられ．「述動

部泊動での指祁ガイドライン」とし‘う IIItfが2013年5)Jに

刊行された．

また． II本スボーツ仲裁機構．におlヽては． 2012年3Jj 

に． トラプルのなし、スボーツ団体述党のために「ガバナンス

ガイドブック」が発1iさ ~Lた こ4Lは．スポーツ団体がイ＜

袢’Ji-などを1111避し．社会（I加't任を果たす I・.での統治とし、

う政策を表したものである ．

さて． スボーツには人格形成や人1/:lff成のための教ff

的手段として位ii','.づけられる 「スボーツ遥Jじi・：義」という

側而を持つ．競技規則0)近‘がや技術 ・戦術11,j|．．のため

の定期的i行動は．人に規1|tや社会性をも修符させること

に貢献している ．スボーツにおいては人格． 社会性陶冶

が教脊 11 (Iりとされる 「知有 • 徳宥 ・ 体脊 」 とし、う教脊，溢

(HerbertSpcnccr, 1820-1903)もイf在する．

例えば．ルール述］又により：lil!llJO)l文合いが変化する こ

とで選手たちは退拗処分などの ifl::lilに処する ことを避

けて 11•••‘りな手段を身,~1史し プレイする ことを紅識する ． つま

り．フェアプレイ の具体的な概念ともいえ る「ルール遥守」

が秤湘'tとなり． それが社会的な行動規範となることを）り

待される ．

ところで．体：iiiや媒）Jは果たしてスボーツに プラスの＇災

因を供給しうるのであろうか．

「 体；｝lj容認論」 という，i•~がある．

朝 11新聞社が2013年5JJに述刑J名1ilりi・k氏人‘̀j呵：．に，J計介

したところ． 510人中 62％の学11:.が体：iiiをi'i・定的に捉え

てtヽることが報布された．

「愛のムチ」や「体：iiiでi,riをいれる」指祁を行うケー スや

進路への4(ii}屈人学を邸識させ．視も 11/1'1しできない状況

がイf在する．
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学校教脊法第 11 条には 「校長及び教且は． ．• 中略 ・・

児1・it．生徒及び学生に懲）成を加えることができる． ただ

し． 体：iりを）Jllえることはできなlヽ．」と lヽ う条項がある．

スホーツの現堪においては． 「懲戒」と「イ本；｝ij」の区別が

，認識されずに指導が行われてきている弊古・が顕在化してき

た．指祁ガイドラインなどでも明叫されて lヽ るように． 懲

戒の範I)HI}、Jとして体：｝iiを川いることは明らかに犯罪である

ことを刑解しなければならない （表 1参照）．

体：：りや媒）Jという IIIJ迎を契機とし． スボーツ遥）ti汲

0) lll能性を「指祁者」と 「選手」の関係性から検，i」を行っ

てきたが選手が獲得すべきスボーツのイi機的価伯． さら

にはスボーツの教育的価仙については見／1¥すことはできず．

体：［りや媒）Jが選手に対するスボーツ遥元は皆無であるこ

とを結晶としたし‘・

表 l．今後の指導，教育， しつけについて

体罰 ・暴力を用いない

教育、指導を行ってい

かなければならない。
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スポーツ基本計画による小学校体育指導システムの充実の可能性

滝澤 宜頼（横浜国立大学大学院）

キーワード：スボーツ基本計画．小学校体脊導科教員．外部指導者

【背景】

子どもの体カ・巡動能）Jの低下．運動を行う者と行わ

ない者の二極化がlUl・ばれてから久しいが，新体カテストが

実施されてからは． 1本力合計点が概ね横ばい または向

J:が見られるようになってきた． しかし体力水準が高かっ

た昭和60年頃と比較すると．全体的には依然低い水禅

である．平成22年9虻と平成25年度全国体カ・運動能力．

運動習伯等調在の小学生の結果を比較すると体力合計点

は．男女ともに若:1・・下がりはしているが 1週間の総巡動

時間60未満の児童の割合については改善が見られる． し

かし 1週間の総巡動時間60未満の児菫0)巡動時間の内

訳によると．総巡動実施時間0分の児童は増加している．

【目的】

平成24年3月30R. スポーツ基本計画が策定された．

そこではlfijこう 5年のllilに煎点的に行う施策として，小

学校体脊活動の充実を挙げる．具体的には小学校体育専

科教貝の配骰や外部指導者による小学校体育授業への派

逍制度を始め人的要囚の允実を図る．本研究では．特に

小学校の体脊授業に焦点を絞り．現状と問題点を明らか

にする．さらに小学校体育専・科教員の配置外部指導者

派遣制疫の妥当性について考察し．本派遣事業が小学校

体脊授業の充実に寄与するかについて言及する．

【方法】

小学校体育授業に関する先行文献及び先行事例に関す

る惰料収染を行い．文部科学省スボーツ・青少年局職員．

教育委員会職貝．小学校担任教諭，小学校体育専科教諭．

総合堕地域スボーツクラプ事務屑， クラプマネージャー，

プロジェクトリーダー．小学校体育活動コーディネーター

の官学社の異なる立場に対し．意見交換及び聞き取り調

査をJーリいて外部指祁者派遣制度の可能性を追求する．

【結果・考察】

小学校では通常全教科指祁のため．専門性に欠けると

の指摘は体育科だけの問題ではない また教貝の高齢と

指導力が直接的に結びつくとは断定できない．

次に相当免許状主義（免許法第3条第1項）．ではある

が， その一方で． その弾力化も進められてきた． （平成14
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年中教徘答l•~). 以上の点から相当免許状を保有しない

小学校体育専科教員の配置も教育職員免許状を保有しな

い外部指祁者派逍制度も法令的には問題はないばかりで

はなく． それ以上に．児童への示範．技能の教授．安全

liiの確保．個別対応．授業時間の確保（池備・片づけ等

に1しやす時1llj削減）などの効果が期待できる．

しかし本事業の認知度は低く．財源等の問題もあり．

体育導科教貝配置．外部指導者派逍制疫はまだ一般化さ

れたとは言い難い しかも 2020年東京オリンピック・バ

ラリンピックの開1罷が決定された現在では． スボーツ関連

f符はこれまで以上にトップスポーツに煎点が骰かれ．地

域スボーツヘの予算配分はさらに厳しくなることが予想さ

れる．一般化されるにはまだ時間が必要であると云えるで

あろう．
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保健体育科教諭の役割に関する研究

—私立高等学校における一事例—

門屋 買久 (H本体育大学大学院）

キーワード：保健体脊科教諭．保健体育科教諭役割期待．私立甜等学校

I. はじめに

昨今，保健体育授業についての研究は数多く行われ．

保健体育授業のあり方や存在意義についても多く，語られ

ている． そして，保健体育授業を行う保他体ff科教諭0)

力・・ht形成等に関しても，様々な研究報告がされている．

しかし，実際の学校現場（高等学校）において．保健体脊

科教諭はどのような存在であり， どのような役割期待を

受けているのであろうか．高等学校においての教諭0)役割

を考えた場合．「教科指導，生徒指祁，部活動指祁の三

指祁を通じた広義の意味での人間形成が必要であると考

えられる」1). しかし「この三指祁では．特に生徒指祁．

部活動指浮を体育科教員が担当していることが多く．体

育科教員は，生徒指祁，部活動指導の教liとして他の教

貝・保護者・生徒などに広く認識されている」 2). つまり

これは．保健体脊科教諭の教科指導，生徒指祁，部活動

指祁に対する時間的配分，出力的配分 (1¥'i熱，心煤；；，思

いなど）のバランスに偏りがあるということを表していると

思われる． そして． この偏りが保健体育科教諭0)学校内

での存在を歪める一要因なのではないであろうか． またこ

0)偏りは．保健体育科教諭に対する周囲からの役割期待

や役割認識の影押を受けているのではないであろうか．

II.研究目的

本研究は，私立悩等学校の現職教諭3名に対してイン

タビュー』街任を実施し，私立高等学校における保健体脊

科教諭の役割期待・認識の現状についての一事例をポす

ことを 11的とする．

表 l 研究方法について

研究方法

調査方法：インタビュー調査

調査対象：現職教諭3名（数学科、保健体育科、社会科）

調査時期：平成25年11月16日（土）

分析方法：SCAT(Stepsfor Coding and Theorization) 
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Ill.調査結果

インタビュー調介の結果．保健体育科教諭の役 割に

ついて．保健体脊科教諭は「教科指導と社会 性の育成」

としたが．他教科教諭からは「染団の中での人間形成の脊

成」といったことが：l:．に挙げられた． これは，保健体育科

教諭の役割が他教科教 諭より生徒指導，生活指祁に比

重があるということを表していると考えられる． また．「学

校が求める保健体村科教諭」について．保健体育科教諭

は「整ダlJなどの染団行動指祁行事の企画・運営」で期待

を受けているとしているが．他教科教諭は．共に「巡動部

活動指導」をあげ． さらに巡動部活動指導においては大会

等での結果が爪．要であるということが 示される結果と

なった

IV.今後の課題

本研究は．学校('籾l！職）側からの調査を実施していな

いため．学校('抒I！職）からの保健体育科教諭役割期待は

他教科教諭の認識であり，今後学校（管理職）側からの調

代が必要である． また．本調介は．各学校により差があ

ると推測されるため． さらなるケーススタディーが必要で

あると考えられる．

V.参考・引用文献

1)2),{j村雅雄， llIIJ_q折也 (2007)

体育科教Uの役割．な識について．

嗚門教脊大学研究紀要 第22巻p.51.

表2 調査結果まとめ

保健体育科教諭の役割

保健体育科教諭
・教科指導
•生徒の社会性の育成

他教科教諭 •生徒の人間性の育成

学校（管理職）側 ・運動部活動指甜
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日本のバスケットポール競技におけるオフェンス参加人数に関する史的研究

小谷 究（日本体育大学大学院博士後期課程）

キーワード：戦術．技術．ルール

本研究では． 1920年代初期のバスケットボール競技に

おいて5人でのオフェンスが制限された要因を分析したう

えで． 1930年代初期にオフェンスが5人で行われるように

なった背批について検討することにしたい．

I. 5人でのオフェンスを制限した要因

1920年代初期の1::1本では． フロントコートに残ってい

るプレイヤーにロングバスを出すことにより攻撃するスリー

パー・オフェンスが用いられていたため． ガードの1人は

オフェンス時でも攻防が切り替わった際にロングバスを送

られないようバックコートに残る必要があった． また 1920

年代中頃はピボットが使用されておらず． ドリプルはディ

フェンスからボールを守るという使用法が一般的であった

ため． ガードにはターンオーバーに備えるセーフティーマ

ンとしての役割もあった． さらにガードには． オフェンス

時にボールを受け， それをフロントコートヘ返すことで．

オフェンスを立て直す役割もあった．

バスケットボール競技のオフェンスでは攻撃するスペー

スが必要となる． しかし当時使用されたコートは幅が狭い

ものであったことから．オフェンス側はオフェンス参加人

数を制限する必要があった．

II. s人でのオフェンス採用の背景

1920年代中頃から指祁書において5人でのオフェンス

が紹介されるようなり． この戦術を行う条件が整った．

さらに． 1920年代初期のディフェンスは最大でも 4人で

行われていたが． 1924年以降5人でのディフェンスが川

いられるようになった．つまり．最大でも 4人で展開され

ていたオフェンスに対して5人でのディフェンスが行われ

るようになり．オフェンス側は数的不利な状況となった．

したがって． 5人でのディフェンスに対抗するために． 5人

でのオフェンスを行う必要性が高まったといえよう．

人でのディフェンスが用いられるようになると． プレイ

ヤー 1人をフロントコートに残すスリーバー・オフェンス

を用いることができなくなった． そのため． 1920年代中

頃から 5人でのディフェンスの普及に伴い．スリーバー・

オフェンスが採JIlされなくなり． ガードがバックコートに

残る必要がなくなった． また． ドリプルの技術が向上し．

ピボットが採用されるようになったことでガードのセーフ
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ティーマンとしての必要性も低くなった．

さらに．バックコート・ヴァイオレイションが規定さ

れたことにより．一度フロントコートにボールを巡んだ後

はバックコートにボールを返せなくなったため．ガードが

バックコートでオフェンスを立て直すことはできなくなっ

た．

そして 1933年以降競技が幅の広いコートで行われる

ようになったことで． オフェンスは攻撃するスペースを確

保することができるようになり． 5人でのオフェンスを制限

していたコートの幅も克服された． このような状況を背屎

として． ［］本では1920年代末頃から 5人でのオフェンス

を川いるチームが現れるようになった．
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明治・大正期における女子中等学校体操科に果たLた
私立東京女子体操音楽学校卒業生の役割：

『諸學校職員録』，『中等教育諸學校職員録』 (1903-1926)を手懸かりに

掛水通子（東京女子体育大学）

キーワード：女子体脊教師， 1貨等女学校．職歴

はじめに

本研究では． 1903（明治36)年から 1926（大正15)年

のうち 5年分の「諸學校職員録」．「中等教育諸堺校職員

録」をJllいる．女子中等学校の体操科受持ち教貝名，受

持ち教科数職名を分析し．出身校．性別の調査を加え．

女子中等学校体操科教員の実態を明らかにした上で 1リ］

治・大正期における女子中等学校体操科に果たした私立

東京女子体操音楽学校卒業生の役割を考察する．

1. 学校数，体操科受持ち教員数， 1校平均人数，男女割合

学校数の増加とともに，体操科受持ち教員数は増加し

たが， 1校平均人数は減少した． 1903（明治36)年に 1校

平均2人の女子教師が受け持っていた体操科は， 1926

（大正15)年には0.9人の受持ちになった．体操科受持ち

教員中の女子割合は．明治36年に約7割であったが大正

15年には約半数に減少した．

2. 体操科受持ち方法

1903（明治36)年には体操科受持ち女子教師の約8割

は，体操科と 1Itせて3教科以上を受け持っていた．次第

に3教科以上の受持ちは減少し．体操科1教科のみの受

持ちが増加し 1926（大正15)年には65.8%となった．

3．女子中等学校体操科教員出身校

1903（明治36)年には悩等女学校の体操科受持ち女子

教師中 126人 (76.8%)が女高師出身者で．創設Ilりもない

私ゞ［東京女子体操音楽学校出身者は5人 (3%)であった．

その後女甜師出身者は激減し官立では第六臨教出身者

へと移ったものの． 1926（大正15)年には官立4校出身

者合計87人（全体の 14.6%. 出身校判明者の21.9%)と

なった一方．私立東京女子体操音楽学校出身者は 144

人（全体の24.1%・出身校判明者の36.3%)へと増加し．

1908（明治41)年以降1926（大正15)年まで最多を占め

続けた．

4. 出身校別職名（明治期）

女高師出身者はほぼ全員が教諭であったが．短期1造成

の私立東京女子体操音楽学校出身者は助教諭心栂が蚊も

多く，俸給も低かった．
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5. 私立東京女子体操音楽学校卒業生の実態

(1)在職地

在職地は 1903（明治36)年には5l{;f貼6人であったが次

第に全同に拡大し， 1926（大正15)年には外地2府1鹿

も含む46府県巖192人となった．

(2)在職年数

卒業後，年数の経過と共に在職者は減少した．例えば

1926（大正15)年の卒業生はl司年に 74.4％が中等学校に

在職していたが．卒業9年Hを超えると在職者は卒業年

鉗に0か1人か2人となった．

(3)受持ち教科数

明治36年には体操科1教科のみの受持ちが83.3％で

あったが，次第に2教科の受持ちが増加し，大正15年に

は半数近くが2教科の受持ちとなった． そのうち．およそ

9割が音楽との受持ちであった．

まとめ

私立東京女子体操音楽学校は 1902（明治35)年12月

に初めて卒業生を雖出し， 1906（明治39)年以降大正期

を通じ．高等女学校の体操科受持ち女子教師の最多数の

25％前後を占め続け．体操科あるいは音楽と併せて体操

科の教育を担った． 1926（大正15)年には外地2府1巖

も含む46府県巖の中等学校に 192人が在職した しか

し．短期養成のため，多くが助教諭心得や講師等の地位

で俸給も低く．大多数が在職数年以内に退職した．女高

師卒業生に代わり体操科を受け持ち．女子中等学校体操

科に果たした役割は大きいが．女子体育教師確立過程に

あって．女子教師から女子体育教師が差異化される要因

をもたらしたとも考えられる．

主要文献

中等教科書協會（1904)諸卑校職貝録一紺．中等教科害

協會：東京．

中等教科書協會（1906)明治三十九年十月現在 中等教

育諸學校職員録，中等教科書協合：東京． 他省略

付記

本研究は平成22-26年度科学研究tr補助金枯盤研究（C)課題

番り•22500552 「戦前における女f•1本ff教師の確立．過程と役割：「中

等教ff諸界校職貝録」を手懸かりに」による研究の一部である．



東京1本行学研究 Vol.6 

初心者における呼吸法に着目Lた背泳ぎの指導方法の有用性

金沢翔ー (8本女子体育大学）

lll縣惹子 (H本女子体育大学院）

森山進一郎 (H本女子体育大学）

北川 幸夫 (8本女子体育大学）

キーワード：初心者．呼吸法． 1f泳ぎ

【背景】

呼吸特性について科学的検証を試みた研究報告では平

泳ぎを対象にしたHaraet al.2)の報告が見られるものの．

背泳ぎに関しては花木ら 1)および柴田ら 4)によるものしか

みられない柴 I•II ら 4) は．鍛錬者は規則的な呼吸を行っ

ているという研究結果から．背泳ぎ指導の際に呼吸法を

加えた指導法を提言している． しかしながら．指祁の実

践に関する報告はみられない．指導法を実践し．検証す

ることにより．今後の1f泳ぎ指導の現場での資料となる

だろう．

そこで．本研究は．柴川らの研究結果において提言さ

れている1f泳ぎの指祁方法4)に基づいた指導法を実践し．

呼吸法に入咋 1=1した背泳ぎの指導0)-;(:f用性について明らか

にすることを 11的とした．

【方法】

被検者は．学校の授業のみで水泳指導を受けてきた一

般女子大学生5名とした．指導計画の H標は． 1～4lHI 

LIが「基礎的技術を身につけること」． そして5~8回H

が「身に付けた基礎的な技術を活かし．背泳ぎができるよ

うにすること」とした（図 1).
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目的

目塁
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•員を付けでniiiキック

n間

目的

目11

9に付けたaa的な伎領をまかし． B己にあった巧吸法で日泳ぎができるようになる

まとめ

水血 111かけキックー叩e一伏9eIIIかけ4-Jクー日浮き一伏厚き1塁かけキックーq和を一伏浮!IllかItキックーR浮き一伏浮e
ー水中じゃんけん ー＊中じゃんけん 一水中じゃんItん 一水中じゃんけん

•II.t.でストローク

呻 l泊森忠零品~})I：出；。t-'J(ビート伍あり） I匹品にあったのヰ111 I誓にあった の 四

•片旱日泣ぎ ．＂埠＇（日方の巧Q誌で行う）法で行う）
．＂埠ぎ（印方のポ追で行う） ・事復塁定

図l．指導計画

また．指祁の前後に評価を実施した．評価基準は．加

藤3)0)1f泳ぎ技術の分類法を参考に5項目を評価内容と

した（図2).
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良い ,g 悪い
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姿勢 「く」少のし字体にがなる まっすぐ伸びている 背中が丸まっている
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い

入水 小指入水 手が内悶
向いて

水を叩き付ける入水

キック ひざが出ていない ひざが出ている 自転車洒ぎキック

呼吸
規動則い的てにし口が

るヽ
不動規い則てにし口が

るヽ
口が動いていない

図2．評価基準

【結果】

すべての項Hで得点は向上し．中でも．合計得点．姿

勢および呼吸は指祁後に有意に上昇した．呼吸の分類は．

事前評価では全員が不規則であったものの．事後評価で

は鍛錬者と同様に腕のかきと呼吸との間に規則性が見ら

れた．

【考察】

呼吸法を加えて指浮することで．単に呼吸法が改善さ

れるだけでなく．合わせて泳姿勢にも改普が見られた．す

なわち．規則的な呼吸法が習得できたことにより安定した

姿勢が獲得できたと考えられる． しかしながら． ストロー

ク．人水およびキックにおいては有意な改普がみられな

かった． この理山として．本研究の指導法では呼吸法の

習得を中心としたために．腕や脚といった泳動作そのもの

の改善にまでいたらなかったものと推察される．

【参考文献】

1) 花木敦ほか (2002)鼻腔内圧の変化から見た背泳ぎ

の呼吸法．水泳水中運動学科．（5). 5-10. 

2) Hideki Hara et al. (2003) A study on nasal pressure 
influenced by swimming speed in breaststroke, BMS 

IX. 63-67. 

3) 加藤建志 (2008)上達レッスン水泳．成美堂出版．東

)k. 

4) 柴llI義晴ほか (2005)背泳ぎの呼吸特性とその指祁

法に関する研究体育科教育学研究． 21(2): 21-30. 
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呼吸様式の違いが立位時の身体動揺に与える影響

小野、1f l l: (h1稲田大学スポーツ科学研究科） 矢内 利政（h!．稲111大学スボーツ科学学術I浣）

キーワード： スボーツ），じ知1|lhi．小学校14iff,-li科教且．外部指j§者

【緒言】

人は随．な的に身体を静止させようとしても微細な揺れ

（身体動揺）を伴っている （執行 1958. I,・’:jIIlら1982).身

体動揺は身体用心，心jが低いと抑制されることが報;';・され

ている(Roskcrct al. 2011.執行 1958).また人の身

体収心,:':jは吸氣時に胸式呼吸よりも ll及式ll乎吸を行った

}jが低 lヽ ことも明らかになって lヽる (hliら 2001. )L1l1ら

2012). 以卜の報内より ．身体前心，・::jが低くなる ll乎吸様

式を川いることで 1,i．位時の身体動拙を抑制できると考え

られる．しかし，呼吸様式によって11:.じる身体欣心，＇，':jの

変化は 1cm程ほと小さいため．呼吸様人間で4：．じる身体

if1：心，・::jの変化が身体動揺に影開を り・えるかは走かでない

,,j,:{jJf究では胸式呼l吸と ll及式II乎l吸という異なる II乎吸様式Iill

で身体動揺が変化するのか．及び呼吸様式IIIJで身体動揺

が変化した楊合に身体if（心闘の変化がその災l),.iとなって

Lヽ るかを明らかとすることを II(Iりとした．

【実験設定】

男性20名を対象として身体動揺の，i|・illljを行った II乎

吸様式2条件と身体爪心，心j2条件を組み合わせた4条件

（表1)を設定した この4条件の設定を"［能にするため．

各被験者について各呼吸様式における身体if1：心似jをあら

かじめiI・ilIljし ()j｛ゎ式II乎吸96.3土 2.9cm. )J及式II乎吸95.6土

2.8cm). if(りの11・：確な吊り下げ悩を籾II,1しておlヽた． 被

験者にはフォースプレート上で）L部を1li幅で 1,•：イiに離し

た立位姿勢をとらせ．各II乎l敷様式の蚊人吸気hしの50%

を吸気した後に息を止めて立位姿勢を 20秒I:ij維持させ

た．試技は各条件を51111ずつ行し‘．足）1:中心 (COP)f<ii 

椋の経IIがデータをi記録した．身体動揺0)人きさをぷす指

表 l．実験条件

胸式高条件 胸式呼吸で吸気を行った条件

腹式呼吸時の身体重心高が

腹式高条件 胸式呼吸と同じになるように

肩から重りを吊り下げた条件

胸式呼吸時の身体重心高が

胸式低条件 腹式呼吸と同じになるように

肩から重りを吊り下げた条件

腹式低条件 腹式呼吸で吸気を行った条件
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椋としてCOl刈仇跡(/)外I,’ilI(i梢 （COP而枯）を符II¥した．

COP1flifl'1について→．jじ配iiItの分散分析 （呼吸様式 X身体

哨似：j）を1itヽ．交 li作Il]が見られた楊合はTukey法によ

る多ポ．比較検定を行った．

【結果】

身体爪心 Miにi・：効果と交 li．作）llが認めらiLた

(p<〇.01)．多侑比較の結果． COP1f1T-fJ'tは身体,T(．心，i：jが

伺じ条件I::Jでは統，汁的な淡がなく ．身体而心，心jが低Lヽ条

件の）jが小さし、ことが小された（図1).
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図 l．身体動揺計測結果

【考察】

勾iJf究結果は．身休if1：心，心iの変化が呼吸様式の辿いに

起LKLする 1cm程）父の大きさであったとしても ．身休勅揺

の人きさに彩碑を及ばすことを示すものである．また．（1)

呼吸様式が沢なってし、ても身体重心，凋が1"1じ条件I::lでは

身体剥J揺に述いが，認められず． cll及式低条件の）jが胸式

,',9:i条件よりも身体動揺が小さかったことから．）l且式II乎吸

をJII いることで身体if（心,•,':jを低ドさせ．身体動揺を抑制

し糾ることが明らかとなった．

［結論】

服式II乎吸に起IKIする 1cm程炭の身体侑心l＇，りの低ドが身

休動揺を抑制する．
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スクィーズ動作が体格に及ほす影響の分析

高田遵湖（型心女子大学）

キーワード：スクィーズ．座高．腰囲

1. 目的

腰部スクィーズ動作が1本格〈月も［ふ腰囲（大転子周囲

径）〉に及ぼす影曹について分析する．

2.手続き

(1)被験者：受講生2クラス 79名（F）のうち．欠損値（欠

席）のない34名を選択し，分析対象とした．（2)期間：

2013年10月17日から 11月28)]. (3)方法： ①スクィー

ズ動作の習得：とりわけ学習が必要な動作であるため．

全員に週1回5週間にわたり． 4種類の腰部スクィーズ巡

動（座位スクィーズ，床拭き巡動．竹の子運動，四股寄

せ）を指導した．練習では．内転筋群．恥骨筋，大殿筋．

腹横筋の使用を指示し．股関節のJ川血に留慈した骨盤前

傾姿勢を採らせた．②測定〈大腿を寄せる力〉〈腰圃（大

転子周囲径）〉〈座高〉を測定した．測定はすべて授業中に

行った．〈大腿を寄せる力〉については 10月（練習前）と

11月（練習後）に測定した (IFil椀）Jiilを使川）．腰囲（大転

子周囲径）と座高については．練習（週1lu)で5週間）を終

えた 1週間後に測定した．腰l川（大,1伝子周圃径）について

は実験者が被験者を巻尺で測定した．座高は授業補助者

が座i~lj計を使用して測定した．腰囲（大転子周囲径）とl}lを

泊jの計測は．スクィーズ動作をした場合（スクィーズ時）

としない場合（通常）を交互に連続して行った．一人につ

きスクィーズ時3 回．通前31~) を測定し，記録した．

3. 結果

(1) 11婆囲（大転子周囲径）と月社':jの二つの項Hについて， 3

回の平均値を用いt検定を行った（表1）．①大転子周囲

径はスクィーズにより縮小した(t=13.25,P<0.01). ②座

泊jはスクィーズにより伸長した(t::::-12.5,P<0.01). 

(2)ll要囲（大転子周囲径）と廂i心jの中II関

腰囲（大転子周囲径）．座邸について柑関を調べた．ス

クィーズ動作を行った場合（スクィーズ時）と行わない場

合（通常）の計測値と．（通‘ii~•)と（スクィーズ時）の差の 6

項 1-=IをJりいた（表2). ①在意な朴II関のあった項目は火転

-f•J,Ii l用径 (r = 0.994, P < 0.01). ~I紐~ (r=0.993, P < 0.01) 

であった．

(3)練習前後の差について（表3)

大腿を寄せる力は．練習後に 111JJこした．（t=0.00004,

P< 0.01)). 
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(4)回帰分析結果

スクィーズ動作後．片社けを Ll的変数とし．腰囲 (K転

子周囲径）を説明変数とし lil婦分析をおこなった． その結

果．両者の回帰l関係が明らかになった〈R=0.482(p<0.01) 

(y=54.05+0.359x)〉.

項目

平均

分敗

観涛J数

t 

P(T<=1)片側

限目

EE(i§l,l) 

Eg（スクィーズ片）

g距頭（!t)

g月且a（スクイーズ巧）
g日目aの裏月裏複の差
gRの9月9使の差）

項目

平均

分散

観測数

P(T <=I)片g:J

4. 考察

表 l．座高と腰囲（大転子周囲径）について （単位cm)

座涵（通常） 匠高（スクィーズ時） 腹周囲径（通常） g団目a（スクィーズij)
85.68 86.08 89.6 89 

6.95 7.39 14.32 13.84 

34 34 34 34 

-6.95 8.55 

3.06E-08 3.47E-10 

小数第3位四捨五入

表2. 相関表

巨召（通宮） 旺（スクィーズ剛 g附罪（週ii!) 顧租（ス9石租） 肛甜t9E911:Z§ ga’’"gog 
1 

0.993 1 

0.501 0.487 1 

0.5 0.486 0.991 1 

・0.084 ・0.083 ・0.212 ・0.082 1 

0.129 0.266 0.003 0.002 -0.008 1 

印！な但日があったものを太字で示した（J)<001), 小紅第4位四目1i入

表3. 大腿を寄せる力について
大腿を寄せる力（練習前） 1 大腿を寄せる力（練習後）

;: ; I ;: :! 
0.00004 

小数第3位四捨五入 (P(T<=I)片旬除く

本研究ではスクィース通り作を「骨盤幣を用い． 1本幹を

前）Jに抗して保つ動作」と定義し．骨盤帯と体幹の使JIJ

を指祁した． 5週間の練習期間を経て．〈大腿を寄せる）J〉

が向上したことからスクィーズ動作の遂行による変化が

あったと考えられる． その結果として．腰囲（大転f周囲

径）が縮小し．座甜は伸長した． この2項Hにはl"’婦l関係

があり．座高の伸長とli要囲（大転十周囲径）の縮小が述動

している． これは．骨盤僻と脊柱（脊柱起立筋）の共lftJし

た働きをポ唆している．

s.結論

スクィーズ動作は附，1，9:jを伸長し．腰囲（大転子周囲径）

を縮小する．
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新体操初級者における遍動スキルの猥得と自己評価及び気づきの関係

木村 仁美（日本体育大学大学院）

園部 豊（日本体育大学）

柴］jiif進太郎（日本体育大学大学院）

西條 修光（日本体育大学）

キーワード：新体操．巡動スキル．気づき

I.緒言

巡動スキルの獲得について．マイネル (1981)は．「人1lII

は．練習やトレーニングによって． 自分の運動を滋識的

に訓練し，人Ililだけに 1if能な洗練さや．多様さに発展さ

せることができ．その習熟過程は．粗形態の獲得に始ま

り精形態へ変化し．洗練されてゆくものである」と述べて

いる． そこでの，識的な訓練についてセイヤーら(1986)

は． 自身の動きの中で， どこがll＼来ていて． どこがIl＼米

ていないのかをIK分けしていくことが，巡動スキルの獲得

に必要であると指摘した． これに対し星野（1981)は．

運動スキルの獲褐において．運動者自身による運動中の

動作への気づきが煎要なことを指摘し，両者の関述をみ

た実iil：的研究も行った．星野 (1981)は陸上競技．長谷

川ら (2001)はバスケット．平川ら (2003)はテニスについ

て．動作への気づきの高いものの方が．述動スキルの獲

得が1足されることを報告した． これらの報告から．動作へ

の気づきと巡動スキルの獲得の間には関係のあることがぷ

唆される．

そこで本研究は．初級者が新体操の運動スキルをどの

ように獲得するのかを明らかにするとともに 自己評価や

動作への気づきが巡動スキルの獲得とどのような関係があ

るのかを検討した．

II.方法

A女子・11，ij等学校に所属する新体採の初級者14名を対

象に．新体操0)学習を51::IIll行った．学習課題は．新体

操の採点規則にllllったオリジナルのものを作成し．モデル

のVTRをJllいて学秤／を行わせた評価方法は．巡動ス

キルの獲褐． l：1己評価．動作への気づきの全てで同様の

16項H（去術的な側面10項H．技術的な側面6項 H)を

川いた．巡動スキルの獲得は公認審判貝第2種以l・・を

保持する 3名が評価した実験参加者自身にも同項I=1に

て自己評価を行わせた動作への気づきは．先0)16JIiH
に対し技術やコツといった気づきの有無を2件法にてInl答

させた．

Ill.結果及び考察

述動スキルの獲得について． 1H Hと5H Hの得点、

を比較したところ IIItj0(llifUとも有意な差が認められた

-60 _ 

(1(13) = 11.00. p <.001 : t(13) = 5.10. p <.001). 実

験参）JII者の自己評価でも同様の結果であった項 Hこゞ

と0)5ll |lllの得点の変化を検討したところ．学習の前半

に獲得されるもの．学習を通じて徐々に獲得されるも 0),

学宵0)後半に獲得されるものの． 3つの特徴的な変化バ

クーンがみられた．変化パターンの特徴から．新体操の様

な必術性を伴う競技では．運動スキルの獲得は技術的側

1f1iから去術的側面へと獲得がなされることが示された．

巡動スキルの獲得と動作への気づきの関係について．

芸術的な側面において5H Hの気づきの多い群の方が粋

通＋低い群が． また技術的な側面において lHI」の気づ

きの多い群の方が普通＋低い群よりも有意に述動スキル

の獲符がみられた．

これらの特徴から．新体操における述動スキルは．技術

的側lfliから芙術的側面へと獲得がなされ． それを1足すに

は動作への気づきを持つことが必要であると結論づけられ

た．

表運動スキルの獲得と動作への気づき (5日目）

運動スキル得点（±SD)

No. 項目 動作への気づき 動作への気づき t検定

召通＋少ない群 多い群

＇ 
演技のまれ 2.8:0.3 3.4:t:0.5 ． 

2 言楽と動き 2.5±0.4 3.2:1::0.5 ． 
芸 3 手の動かし方 2.3士0.5 3.2 :to.e ． 
術

4 9体の大きさ 2.3:I:0.8 3.1:t:o.e ． 
的

な 5 フr:I]"の移動 2.0:f::0.3 2.、士0.、

g 6 曲と表情 I.9士0.4 2.2:t:0.3 
面 1 動きのつなぎ 2.4±0.4 3.1:I:0.5 ．． 
の

8 動きの強弱 2.2:t:0.5 2.9:1::o.e ． 
評
臼 ， 脚の動かし方 2.4:t:0.、 3.1 :i:O.、 ．． 

10 演技構成の理解 2.s士：0．』 3.2:I:0.、 ．． 
芸術一平均 1.5:0.3 1.9±0.8 -: 11 回転数 2.7士o.e 3.2:I:0.3 

12 回転中のかかと 3.0士0.5 2.3:t:0.5 ． 
な 13 軸の傾き 3.2±0.3 2.5:I:0.4 ．． 
側 14 軸の移動 2.11±0.3 2.5:I:0.4 
面 15 形の保持 3.1士0.4 2.2:I:0.5 ．． 
の

16 雌度の理解： 3.0±0.3 2.5:I:0.5 ． 
技術一平均 3.0±0.3 2.4:t:0.4 

全体一平均 3.0±0.3 2.4士0.4

●p<.05 ••p <.01 
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女子新体操競技における ATerreとReleve動作時のバランス能力

小谷結香f・（国士舘）＄学大学院スボーツ・システム研究科）

伊｝以 佑樹（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

11 I "I 誼陽（流通経済大学）

キーワー ド： 新休操バランス能）J. zcbris 

女 r•新体採競技は． （本採やフ ィギュアスケー トと同様

に採、1・＇i.規llllに従って浙技が構成される．帷1文と実施の2

つの観．I!．i.から評価されるため．動きの災しさや流れ．身

体難l文における正確性の1,lij)jを兼ねhiiiえていなければ高

得ら＇．’.I：に結びつけることはできなlヽ．またスボーツ選手は．

競技特イ［のバランス能）Jが必！災とされており ．その中でも

姿勢制御は．多くのスポーツ動作において収災な機構で

あると考えられる．競技特イiの動きが多い新体採におい

ても，＇，':jl、バランス能）Jが必要になるものと考えられる． し

かしながら．芸術性に関する先qi'liJf究は多く見受けられ

るものの競技特有な動きやしりl"J(1りなバランス能力を検討

した報？tは少な lヽ．

そこで本研究では ． 大学女f•新体採選手の動的バラン

ス能）Jと新体採の側方バランス動作IIかにおける足圧動態

について検，i寸する ことを II的とした

被検者は．人学生女子•新体採選手 11 名とした

動的バランス能）Jの測定を．バランス能）J測定装置

Balance System SD BDX-SD (Bioclcx杜製）をIllいて測定

した．先行研究を参考にレベル8~ 1に設定し．プラッ

トフォームの中心位四において20秒I::J．姿勢を保持する

テストを尖施した また新体採0)特イiなバランス保持

姿勢は．踵部を接地したATerre（水‘I；・裕 L:AB. 乖直

裕 I・.:AC)と踊部を挙tした Rclcvc（水‘|堺 L:RB. 垂

ll＼拳 I・.:RC)とした（図 1).各バランス1呆持姿勢における

足）1:．中心移動帆跡長及びクli形I侃fltを，zcbrisFDMフォー

スプレートによって~t測した．

宦

゜

図 1 新体操の特有なバランス保持姿勢

動的バランス能力におし、て． llhj脚立位姿勢と），1・足立位

姿勢の動揺指数は全方向． l前後）fli1J及びJdi)i向の各）j

向I:ilに杓しtヽ iたは認められなかった．片脚 I9/．．（V．姿勢にお

いては． /di脚ともに前後）j向よりもJr:1i)j向の動揺指

手島 i'i範 (|吐舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

、ド塚 和也 (I1<1-I：：舘人学体育学祁）

角川 直也 (I1;J I：舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

数0)}jが低 lヽ1れを示した．

』と2は．各，拭技の足圧中心移動軌跡辰の令被検者の平

均1れを示したものである．総軌跡長において．lむはAB

よりもイi必にク'・1.L、値を示した一）j， RCとACの1iりには

イi.,'ぶな入’・：は，認められなかった． X)i|卯|リL跡1乏におし、ては．

ABとIIBのI::l及びACとRCO)lli]にイi．なな入’・：は，認められ

ず．ほほ'|Iil1直をぷしたが． Y）j向軌跡長においては． RB

がABよりイi邸に低い値を示し．RCとACでも RCが有

邸に低lヽ 値をぷした．

表 l 試技別にみたパランス保持中における足圧中心の移動軌跡長

AB RB 変化 AC RC 変化

鯰樽長(..) JJ0.9士19.7 85.6士30.6 15 0±35.4 109.9士16.J 97.9±31.4 11.0士18.9

し＿ ．_J

x方向軌跡長(”) 6J.J士17.1 54.6±11.4 6.5土13.5 666,t,19,I 66.3±14.8 0.3土31.1

Y方向1J1跡長（口） 81.5士11.5 SJ.7±21.0 30.0土29,9 94.6土2J.0 52.2土2JJ 223士JS.4

Lー・_j Lー・一」

平均値土標準偏差

＊ ：有意差あり/p<0.05)

図2には．各試技における総軌跡長とク1i/fクI(lih'tの関係

を示した．令ての試技において総軌跡lくと矩形IfIi梢のIi:J

にはイi、1,心な相l関I関係が認めらiした (AB: r=0.892. RB. 

r=0.717. AC: r=0.732. RC: r=0.721).新体採特布な

姿勢保持能）」における ．水乎側）］バランス．眠il¥:券|ー．バ

ランスともに ），砂底l(liが広いATerreよりも ．）よ底而の狭

t、 Releveにおし、て軌跡長が短くなる傾向が見られた し

たがって．女(•新体操選手は ． ），随底 l(Iiの狭い Rcleveの方

がバランス1呆持能力に優れていることが明らかとなった．

ロロロロ..... 
図2 各試技における総軌跡長と矩形面栢の関係

これらのことから．難易度が佑jい唾直に推 I・.させる動

作0)}jが新体採選手にとっては容易である II［能性が拙察

さil tこ．
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異なる関節角度での等尺性脚伸展時における筋放電量と圧波量

山内

手島

田中

里紗（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

貨範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

重陽（流通経済大学）

伊原

平塚

角川

佑樹（l韮l士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

和也（国士舘大学）

ifI也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：筋長．筋軍l叉l．筋音l又l

身体巡動及び関節運動のメカニズムを把握する上で．

その巡動を遂行する際に関連する筋の活動動態を知る必

要がある．巡動遂行中の関節角疫の変化に伴う関係筋群

の活動動態を筋逍図及び筋音図の観点から探ることで，

より詳細な筋活動の評価に繋がると考えられる． そこで

本研究では，膝関節の関節角度に伴う最大及び最大下に

おける等）↓性脚伸展筋力発揮中の大腿直筋及び外側広筋

の活動動態を明らかにすることを 11的とした．

被検者は．健康な成人男性13名とした．等尺性によ

る脚伸展力の測定と同時に．筋寵図及び筋音図の測定を

実施した．被験筋は．大腿直筋 (RF)及び外側広筋 (VL)

の計2筋とした．各膝関節角度 (301文～ 100度）における

随意最大収紺iJJ(MVC)の測定及びMVCを）＆準とした

80%~20% MVCに相当する力発揮を行わせた）J発揮

の方法は 8秒間のランプ状発揮とし，分析区Ill]はそれぞ

れ力が安定した2秒間を対象としたなお．放逍・ht及び

1王波・址のilllj定は．単位時間あたりの利t分値(iEMG及び

iMMG)として釦：出した．

完全伸展位を0疫とした最大脚伸展力は．膝l関節角疫

80度において最高値を示した（図1). 最大脚伸展力発揮

中の筋活動動態として．関節角1虻変化に伴う放俎批の変

化様柑は筋によって異なるものの， 1£波・-htの変化様相は

いずれの筋において類似することが明らかになった（図2,

3). 放tじ11t及び圧波枇が同枇であるにも 1関わらず， l剥節

角疫に伴い発揮される筋力には差がみられたことから．カ

発揮に適した1関節角度では少ない放逍ht及び1王波址で）J

発揮が可能であると考えられた．

以＿1＿..0)ことから．力発揮中の筋活動動態は． l関節角艇

あるいは巡動強度の影評を受け． その活動動態は．生理

学的観I,'.j、と）J学的観点によって異なることが示唆された．

さらに．圃ーの脚伸展動作であっても筋によって活動様

相が異なるものと推察された．
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体幹筋における回旋及び伸展屈曲動作時の筋出力特性

大野

手島

IIl中

裕太（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

重陽（流通経済大学）

伊原

平塚

角田

佑樹（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

和也（国士舘大学体育学部）

直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：体幹筋． 回旋．伸展屈鼎． BIODEX

本研究では，体幹の回旋巡動と伸展及び屈鼎運動の筋

ll＼力を測定し， その特性について明らかにすることを目的

とした．

被検者は．体育大学に在絣している健康な大学生及

び大学院生53名とした．体幹Inl旋及び伸展屈曲筋）J

の測定は．総合筋力測定装骰 (BIODEX SYSTEM m. 
BIODEX社製）を用いて．等）叶性及び等速性筋力発揮

を測定した回旋方向は，利き手側をNDR.非利き手

側をDRとした．測定範囲，は両恒l旋とも 40degとした．

伸展屈I川の測定範囲は，伸展及び屈曲方向に力が加わ

らない位置をOdegとし，伸展方向に30deg,屈曲方向

に40degとした． 1本幹回旋及び伸展屈鼎における筋出力

の比較にはBIODEXから符出されたトルク値 (Nm)をkg

に． その値を体重で除した値を採川した．

体幹部における体幹回旋巡動と伸展屈血運動の角速度

ごとの筋出力を測定した結果，角速度の増加に伴い，筋

出力は低下する傾向を示した． しかし以上の結果から，
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肘関節や膝関節におけるカー速疫関係に比べ．体幹lnI旋

巡動は巡動速度の影郭を受けないものと推察された．

体幹の回旋及び伸展屈IIIIにおける体爾割の最大筋力を

測定した結果． NDR. DR．伸展及び屈曲の等尺性及び

等速性筋力発揮は．伸展が最も高い値を示し． NDR.

DR.及び屈曲と h紅な差が認められた． これにより．人

体における体幹の筋力は伸展筋力が最も高く．全ての角

速度で1.0以上の値を示したのに対し．屈曲動作において

は全ての角速度で1.0をFInlったほとんどの角速度にお

いて伸展では体煎以上の力が発揮できることが明らかに

なった また．伸展lllllll筋力は股関節周囲筋群との協調

性が煎要であると考えられるため．伸展屈曲筋力の増大

に股l周節周囲筋群の筋力附大が関係していると考えられ

た．（図1)

体幹部における Inl旋及び伸股屈曲の関係を測定した結

果．皿旋と伸展屈lIIIではほぼすべての角速度で有意な相

関関係認められた．
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図 l．体幹の回旋及び伸展屈曲における体重当りの最大筋力
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ポルダラーの手指筋群の筋カ・筋持久力特性とクライミンク能力との関係

両谷 善[- (/Jt）吋体脊大学大学院） 111本 」1湿 (l1し）ャ墳イ本脊人学スボーツ牛命科学系）

川／j孔 此 （国立スポーツ科学センター）

キーワード： sport-climbing,srrcngrh, endurance, climbing performance 

【目的l
近年．人T．の整を登るスボーツクライミング（以 I‘’クラ

イミング）の人気が老店男女を1!!lわず高まっている．i！む近

ではオリンピック柚IIの候補にもなり 注IIを染めている．

クライミングの競技特性 I・.. 手指を酪使することから．

先1i研究では手指の偏，杯に1関するliJf究や．手指筋群0)筋

)Jと バフォ ーマンスの関係にがf-11した研究が中心 となっ

てし、る． しかし後者の研究については．数が少なLヽうえ

に 1•分な解明が辿んでL ヽな L ヽ．

そこで本研究では． クライミングの特性に配慮した手指

筋群の筋）J測定法を考案した そして．クライミングの

釉11O) ・つである「ボルダリング」Hillを対象とし筋）J・

筋持久）J特性とクライミング能）Jとの関係につLヽて明らか

にすることを「I的とした． また それらの結果をもとに．

クライマーl'―I身がlLI己の能）J評価をしたり． トレーニング

やコーチングの指針とできるような）j法についても検，i寸す

るこ ととした．

（対象と方法】

対象を．ボルダリングを行っている男性59名および

対！！（！群として．述動習札＇［はあるが ．クライミング経験は持

たなLヽ男性12名とした．

クライマーの手指筋群の筋）J特竹：．につし‘て．Jk¥)Jの他

に． クライミ ングに特化した手指筋群のトレーニング器具

としてilfili]されている． ロックリ ングス CNC(Metolius杜

製． 以ドホール ド）を）IJLヽ て．筋）J(以下．i呆持）J)お

よび筋持久力 （以 I‘̀.i呆持耐久II、fl:ll）のテストを考楽し

測定を行った（図1).そして．これら3つの指椋 と．クラ

イミング能）） との関係につし‘て検討した また．クライミ

ング能）Jを．初級 ・中級・ 1．．級群に分類し．レベルI:ijo)

筋）J特性につし‘ても比較した．

（結果と考察】

1)クライミング能）Jと．保持）).保持耐久時1:il.ik!)J 

との間にはイi烈な朴II関関係が見られた (r=0.619-0.747.

p<O.001. Ix| 2). 2）レベル別に見ると ．保持）Jと保持耐

久ll5|ilでは．対照く初級 ・l|i級< L:.級群となり ．イi.1，::i:

入’・：：も 見られた． 3）ih!)Jでは．初級 ・中級く対！！｛(.I・,級

群となり ．初級 ・中級群では．対照群より もイi邸に低イ直

をぶした．4)握）Jに対する保持）J・保持耐久II、Ifl:llの比

ば 対！！（｛群に比べてクライマー群が約2倍以上此jかった．

5) 1呆杓·: 1籠•l• 久 l1.i: |iilと保持）Jと O)fllI関をみると ．r=0.841

(p<0.001)とイi．なな l|．．．の相関関係が認められた．

以 I・.から．保持）Jや保持耐久時liil．および%))に対

する これらの比をみる ことでボルダラーの体）J評価や ト

レーニング処）jを考える際の指様としてii'iJI!できると考

えられる．特に．i呆持耐久II寺liilテストは． クライマー自身

で館jlれにillll',とできるため．現場での泊川性に俊れると考

えら~lる．

図l クライミングの特性を考慮した手指筋群の筋力測定法

a.は，手指筋群の最大筋力（保持力）のテスト． ロードセル（竹井機器）

を用いて．ホールドを保持し，垂直方向に引いた時の力を測定する．

b. は，筋持久力（保持耐久時間）のテスト． 2つのホールドを両手

で保持し．保持できなくなるまでの時間を測定する．

c. はホールドの保持方法被験者には．下段の最もかかりの浅い部

分を保持するよう指示した．
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世界最高齢エベレスト登頂者における下肢骨格筋の量的特徴

江間 諒ー（早稲田大学大学院スポーツ科学研究科． 8本学術振興会特別研究員）

阪口 正律（早稲田大学スポーツ科学学術院．カルガリー大学キネシオロジ一学部）

川上 泰雄（早稲田大学スポーツ科学学術院）

キーワード：加齢．筋横断面積．登III家

背景

高齢者アスリートにおける骨格筋O):lat的特徴は．加齢

による筋址の減少（筋萎縮）に対するトレーニング効果ヘ

の示唆に富む梢報である．加齢による筋萎縮は下肢に

おいて(Janssenct al. 2000）．特に大腿l咀頭筋 (Abeet al. 

2011)や大腰筋 (Takahashiet al. 2006)において顕著であ

ることが示唆されている． これらの筋群に対して有効なト

レーニング方法を知ることは．高齢者における生活の質

の維持・向上のために煎要である．

登山は中高齢者において最も愛好者の多いスポーツの

一つであり（山本2005). 大腿四頭筋0)煎要性が指摘され

ている（山本ら 2006). しかし登山が大腿四頭筋の肥大

をもたらす可能性やその他筋群の煎要性については不明で

ある．世界トップレベルの高齢登Ill家における骨格筋の

械的特徴の検討は．登山において煎要な筋は何か．加齢

による筋萎縮の抑制のためのトレーニングとして登Illは有

効か． といった点に対して有用な知見をもたらすことが期

待される． そこで本研究は世界最高齢エベレスト登頂者

における下肢骨格筋の屈的特徴を明らかにすることを H的

とした．

方法

工ベレスト登頂を達成した男性登 lll家1名 (80歳，

1.62 m, 83 kg）．他常若年男性9名 (21士2歳，1.71士

0.03 m, 64士4kg)および健常高齢男性6名 (73士3歳，

1.63土 0.02m,64土 9kg)を対象とした． 1本幹および右大

腿部の連続横断MR画像を取褐した．得られた画像から

大腿四頭筋．ハムストリング．内転筋群の筋体積を算出

し． それを筋長で除すことにより．各筋群の筋横断面積

を算出した．加えて．第4-5腰椎IUlにおける大腰筋の筋

横断面積を算出した．登山家と若年男性あるいは高齢男

性間における筋横断面積の差を 1サンプルのt検定を用い

て検討した．若年男性と高齢男性IUlにおける筋横断面積

の差の検討には対応のないt検定を）llいた．有意水池は

5％未満とした．

結果および考察

大腿四頭筋．ハムストリングおよび火腰筋の筋横断雁
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積は．登山家および芥年者が高齢者よりも有意に大きく．

登山家と若年者の間に有意な差はみられなかった．一方．

内転筋群の筋横断雁積については．登山家が若年者およ

び高齢者よりもイi意に大きく．若年者が高齢者における

ものよりも有意に大きかったすなわち．いずれの筋にお

いても加齢による萎縮が生じることが示唆されたにもかか

わらず，登Ill家は若年者と同程度以←I:の筋横断面積を有

することが明らかとなった． このことは．加齢による萎縮

が顕著である筋群に対して，登山が布効なトレーニング

となる可能性をホしている． さらには大腿四頭筋 (ll1本ら

2006)のみならず．他の3筋（群）も登山において厭要な役

割を果たすことが示唆された．登山家が若年者よりも大

きな内転筋群を有していた要因は不明であるものの．登

ll1時の足場の不安定さ（雪面）などに起因しているのかも

しれない

結論

本研究の結果．）Jll齢による額若な袋縮が示唆された筋

であっても． 匪界最高齢エベレスト登頂者は若年者と圃

程度以上の筋1,1:を1iしていることが明らかとなった．
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トレッドミル歩行における地面反力3成分の変動

平野 智也（日本体育大学大学院トレーニング科学系） 山岸 道央 (H本体育大学大学院）

柏木 悠（日本体脊大学大学院） 袴田 智子（国立スボーツ科学センター）

船渡和男（日本体育大学）

キーワード：歩行．地面反力．変動

【背景】

歩行は．周期的な移動巡動である．歩幅．ストライド

時liilおよび地面反力からみた歩行の周期性に関する変動

は．至適な歩行速度付近で減少することが報告されてい

る． これに反し迎い歩行述9虻や述い歩行速9文では．歩

行動作のばらつきも多くなるかもしれない． また．歩行の

ばらつきが生じる周雁については，明らかになっていない

本研究の H的は． トレッドミルlア．での歩行動作における

地lii反力3成分の変動について．歩行速度変化の影秤と

一歩1―llどの局面で変動がみられるかを示すことであった．

【方法】

被験者は．他常な一般成人男性6名（年齢： 24.9土 5.0

歳，身長： 170.3土 5.1cm,1本煎： 64.1土4.5kg)であった．

測定は． フォースプレーげll設堕トレッドミルおよびスク

リーンが設置されたGRAILシステム (MotekMedical U 

製）を川いた． GRAILセルフペースモードでは．モーショ

ンキャプチャシステムとのl11J期により．腰部のリファレン

スマーカー 4点の位骰からベルト速度を制御し．歩行述

9文を被験者前方のスクリーンに表示した．地面反カデー

タは． 2つのトレッドミルベルトの下に設置された）Jセン

サー (100Hz)から 3方向成分（鉛直成分： Fz，左布成分：

Fx,前後成分： Fy)を測定した．各試技はH椋述9虻を60,

80,100,120および140m/minと設定しそれらの述疫に

合わせながらの歩行を行った試技は 1分間の歩行動作

を行い．最後の20秒llll0)地i(U反力39成分を測定した．分

析対象は．左右脚ともに． 20秒llり計測した中でのhと後の

15歩とした． トレッドミルから1りられた地面反カデータ

は．残j裕分析法(win tc『をJIJいて •h姓適遮断周波数を決走し

た後． 4次のバターワースローパスフィルター (Fz:10Hz,

Fx:4Hz, Fy:10Hz)で平滑化した．立脚期中の地i(Iil幻JO)

変動を時系列に沿ってみるために．地面反カデークには．

3次のスプライン関数をJI)いて．右脚の踵接地から爪先離

地までの立脚期を正規化し．被験者6名の90デークから．

2％ごとの平均値と椋池偏差を多初liした．

【結果および考察】

60から 140m/minへの歩行速疫増加に伴い地l(Iil又
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力 39成分の椋祁偏差0)波形は．面秘が増加する傾l~Jを示

した（図1). この結果は，歩行中の地i(ij反力の変動は．

歩行述疫に依ff：していることを示唆している． また，歩

行中の推進）Jと制動力を示す地面｝父7JFyは，最も速い

140m/minを除き．誰進周面よりも制動J』面で標準偏差

が増加した このことから．歩行では．体重支持脚での

負の仕！µが一歩hi：に変化し，蹴りt1—＼し脚での正の仕事

は一定であることが推察された．両脚支持期の初期では，

衝撃吸収やilij進0)維持を行い，荷頂の受け継ぎは歩行

周期中で困難な課題であると報告されている（ペリーら．

1993). 歩行中の地面反力の変動は． これらの課題を行

う両脚支持期で増加することが考えられた．

【結論】

歩行速｝文0)増JJllに伴い地面反力の変動が増加した

ことから．歩行動作の変動も増加することが示唆された．

一歩中の地I(lil又）Jの変動は．主に両脚支持期で増加し．

踵接地後の：、［脚期の初期で特に変動が増加することが示

された．

- &Om/min 

-1oom/mln 

-140m/mln 

(Fz) (Fx) (Fy) 

0 20 0ヽ6080100 020406080100 020 0ヽ 60 80 100 

Stance phase(%) Stance phase(%) Stance phase(%) 

図l．右脚立脚期中の地面反力と標準偏差の波形(n=6X15歩）

図中縦線で両脚支持期(DoubleSupport: DS)と

片脚支持期(SingleSupport: SS)の割合を区分した
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Bi-exponential curve fittingを用いた義足スプリンクーの疾走速度曲線

保）j孔梢明 小林 古之 持丸 11逍Jj

（独立行政法人産業技術総合研究所デジタ ルヒューマン工学研究センタ ー）

キーワー ド：スホーツ川義足． Bi-exponential fitting. webコンテンツ

1. はじめに

6年後の東駁パラリンピック l}[liitが決崖した我が国に

とって．義足スプリンターの競技力柏l卜は喫素の課坦で

ある． しかしながら． I凡や占者スボーツでは 100m疾走中の

辿炭lIII線とし‘った）k本的なバフォーマンス評価 すら行わ

れていないのが現状である． そこで本研究では． 国際パラ

リンピック委且会がweb|．．で公開している 2012年ロンド

ンパラリンピックの公式動11lijを）l．Jいて． 義）止スプリンター

の疾走述度1111線を作成することを l—|(Iりとした．

2. 方法

ロンドン大会における女f•下腿切断クラス (T44) の

100111走決勝の 珈llliを利川し．上位2選手と 7位人‘itの

11本人選手を解析対象としたトラック 1．．に印されたハー

ドル設置位ii・.t梢報と辿過IIが1::Jから各区間の平均述｝文求

め．Bi-exponcnrialfirringを適）Ilすることによ って．スピー

ド,111線の作成を1iった (!XI1). 

3. 結果と考察

本研究で対象とした II本人選手は． スクー ト直後の加

述に優れているが． h如凋辿）文が上位2選手よりも劣って

t、た (l'iL.12).また． h如',':j述）虻到達後の述炭低 1くも大きし‘

ことが明らかとなった）111えて． I-．位2選f・ (J',・脚および

両脚りJ断）ででは楳なるスピード特性を示した．4ゞ研究で

)11 いた手法はスボーツ）II -I没足の開発や健‘ii1•者のレース分

析などにも 1必川が11J能である．
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Morin ~nt J Sports Med, 2006 

|| -

13.0m 76.5 m 10.5 m 

START 
8.Sm 

FINJSH 

図 1.公式動画を利用したスピード曲線の作成法
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女子ハンドポール選手におけるアシリティ能力がステップ動作に及ほす影響

利藤由李菜（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

伊原 佑樹（lぎI士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 璽l湯（流通経済大学）

角田 直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

手島

平塚

吉川

貨範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

和也（国士舘大学）

久士（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：ハンドボール．

ハンドボールでは．索早い動作が求められるため，急激

なストップや方lhj転換が要求される．女fサッカー選手

のアジリティ能力について検討した研究によれば．方向転

換能力が選手の競技水iitを左右する要索の1つであると

されている．ハンドボールにおけるKとも碁本的なフェイン

ト動作は．両脚ストップからの方向転換を伴うフェイン

トである． そこで本研究では，女子ハンドボールにおける

アジリティ能力がステップ動作に及ばすl;}猜県について検討

することを H的とした．

被検者は．大学女＋ハンドボール部に所属する 14名

とした． アジリティ能力の評価としてプロアジリティテス

ト及び20m走を測定した また．アジリティテストから

20m走のタイムを引いた値が小さい者を Highgroup（以

-F: HG), 大きい者をLowgroup（以ド： LG)として2

群に分類した． スプリントスピードの評価として． 30m直

線走を測定した．更に．脚バワーの評

価として．膝関節伸展屈lib筋力と垂lli.

跳ぴの測定を実施した． ステップ動作

の撮影は．高速度カメラを川いて実施

した．被検者には． [1fij脚で構えた状態

から．素早く 1歩Hを右脚方向に． 2

歩Hを前方向に踏ませた．更にステッ

プ動作中における足底圧力を Zcbris

FDM フォースプレートをJll いてil• illll

し．実際のステップ動作と照らし合わ

せるために．両像撮影と同期して行っ

た．足底圧力の分析項口は．被検者の

体煎あたりの足底1±力の変化とした．

プロアジリティテストから 20m走の

タイムを引いた1直は． HGがLGよりも

ィ：J立に低い値を示した．ー）j． 30mlれ

線走．膝関節伸股JiitlllJ筋力．垂直跳ぴ

の値には．群IHl淡が認められなかった．

ステップ動作中における膝関節と足関

節移動述皮では．両群間に有意な差は

認められなかったも 0)0), 足関節では

HGがLGよりも急激な速度変化を示
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した．足底圧力の変化において．右方li1Jへの踏み出し動作

の際の，左脚0)蹴り出しの圧力は．同程度であった．一

H.着地脚である右脚においては．右足着地時における足

底圧力がHGよりも LGの方が瞬lill的に高い足圧を示し

た．右方向への路み出し動作においては．左脚を離地した

段階で． HGの右脚0)足底圧力が抜1T!していたのに対し，

LGは足底圧力が4輝されていることが確認された．

以上のことから．バワーが直接的にはアジリティ能力に

影秤を及ばさないものと考えられた． また足関節の移動速

1文において． HGはLGよりも急激な速度変化を示したこ

とから． より索h’・い動作をしていることが示唆された． さ

らに． HGの方向転換時においては．横方向から前方向

への移動に対する池備が速いことが推察された．
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図I.HGとLGにおけるステップ動作中の足関節・膝関節の移動速度の変化
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野球の投手が投しる様々な変化球の特徴

ポール移動速度，回転速度，回転軸の向きに着目Lて・――

木村 康宏（吊稲田大学人学院） 永見 押行（早稲田大学） 矢内 利政（見稲田大学）

キーワード： バイオメカニクス．投球．ボール111111広

【背景・目的】

野球において投手は打者を打ち取るために．ストレー

トだけでなく 11も翔帆近の楳なる様々な変化球を投げ分け

ている ． これまでに 投手が投じるボールの飛翔軌道を

決定する主な要lklはボールの移動述度． 1111転速度． 1111転

軸のlfIJきであること (Bahilland Baldwin. 2007). そして．

ストレー トとカープでは．回転軸の向きが大きく界なる こ

とが明らかとなってlヽる (Jinjiet al. 2006). しかし．変化

球の名称は投手の‘[i..I-iによって主観l'ド）に決定されており ．

客観的な指椋によって数ある球種の特徴は明 らかとされ

ていない各球種の特徴を明らかにするためには．客観的

な指標によって． そもそも各球種が独立した特徴をイiす

るものなのか明らかにする必要がある ． そこで本研究の

||(lりは．一流野球投手が投 じる多種多様な変化球を分類

する客観的な指椋を設定し変化球を何種類の球種とし

て分類できるかを明 らかにすることとした．

【方法】

プロ ．社会人．大学野球投手の叶36名に投球 III能な

変化球を自己I|l：りさせ．マウンドからそれら全球種を投

じさせた． リリース直後のボールの動きをマウンド後）jに

設置したハイスビードカメラ(1000fps) 1台によって記録

した記録された映像をもとに特製のボールInl転測定装

置を用いてボールのIII庫軸角炭()j位角．iill俯角．図1)

と1III転辿度を符／1,1した また．捕手後）jに設置 したレー

ダー式スピードガンをillいてボールの移動辿殿を計測 し

た分析対象はストライクゾーンから 明 らかに逸脱せずに

J
 図 l．回転軸の向きを表す方位角と仰俯角

捕手に到達した各球種1球とした．

飛翔軌道に影押を及ばす4変数 （移動迷｝文．回転述）文．

}j位角． 仰俯角）を染約した総合(lりな指標を設定し．投

球されたボールを評価するために．4変数に対して i:.)成分

分析を行った そして．抽出 された2つの1通．J成分における

球種伽のi:.)成分糾，＇.'.(.をそれぞれ対応のなt 一ヽ元配iiItの分

散分析をIllいて比較した その際．イi：な水準は5％木渦

とした．

（結果・考察】

全投球の4変数に対して土）成分分析を行し、． 球種1ij.:0)

t成分似．'.(．を比較した結果．令9球種として自己l|I?i•さ

れた 154球は6種類の球種として分類された(p<0.05.Iii 

2). これら0)6種 はカットボール． スライダー． カープ．

1球種 （述球群）として分類されたス トレート． ツーシー

ム．シュート ．1球種（低回転述1文群）として分類された

フォーク．チェンジアップ．1球 種 （サイドスピン群）と

して分類されたシンカー．ツーシームであった この結果

は投手が191己l|l内した球柿数を 1-・1111るものであり．投手

が自己lII布したいくつかの球種については続計的には分類

されないことがぷ された このf11HIIとして． 自己III作 され

た球柿I::Jよりも 1IIl一球種内の個人1::Jにおいて各変数の（ぷ

らつきが大きくなり ．物理特性の相述が大きくなったこと

が惟げられる ．以 l’．より ．自己1|I:『された全9球種は6種

類のそれぞれ異なった特徴を布する球種として分類され．

他球種とは異なる物狸特性をもつ球柚として分類できな

し、変化球があることが明 らかとなった

1.5 ●ストレート

0シュート

旺襲 。． 5 ,• ＼ △ツーシーム

3 

゜
0シンカー

篇 •0.5
r -1 ▲スライダー
軟

・1.5 ■7Jープ

-2 •フォ ーク

-2.5 •チェンジアッブ
-2 ・1.5 ・1 ・0.5 0 0.5 1 1.5 2 

第1主成分得点

図2. 各球種の第 I, 2主成分の得点
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水中ドルフィンキック中の推進速度に影響を及ほすキネマティクスの要因

堀畑 裕也 (8本体育大学大学院トレーニング科学系）

柏木 悠 (H本体育大学大学院） :tU[I 匡史（国上舘大学）

仁木康浩（貨ll_1高等専門学校）

船渡和男（日本体育大学）

キーワード：水泳．水中ドルフィンキック

［背景］

競泳ではスタート後． クーン後に 15mまでの水中移動

が許されている． 50mプールで約3割． 25mでは約6割を

占めており． 100分の 1秒を争う競泳のレースにおいては

非常に煎要な要素となる．近年の世界トップ選手は． ド

ルフィンキックを 15mまで行い． タイムの知縮につなげて

いるのが現状である．バクフライ． 自由形．平泳ぎで川

いられる腹臥位でのドルフィンキックの研究は多く行われ

ているが．背泳ぎのみで）lJいられる仰臥位でのドルフィン

キックは腹臥位のドルフィンキックに比べて研究が少な

ぃ．先行研究では． ドルフィンキック 1周期には蹴り下

げと蹴り上げによって21mの加速局面が存在すると報告

されている． そこで本研究では．競泳男子選手において．

仰臥位での水中ドルフィンキック（以下． ドルフィンキッ

ク）中における大転—-f•部位での水平速皮（以下．水平述

l虻）に影秤を及ぼす要l村をキネマティクスから IPJらかにす

ることとした．

［方法］

被験者は．競泳男子選手10名（年齢20,6土 2,0歳．身

長173,2土 6,3cm. 体 約0,3土 5,8kg)であった．試技は

煎からプッシュオフスクート後． ドルフィンキックから浮

きl．．がりまでとし 15m頭通過タイムを計測した．左側

方から水中カメラ (30fps)で撮影（13,75m~18,75m)を

行った．解剖学的計illll、'・[i、10点のランドマーク、点から二次

元動作分析を行い水‘|；・述9文．水平線となす角9文を籾ll¥

した．

分析Iえ間は．足指部のh拉如点から次の蚊rOj点までの1

＼ー／—「-へ＼
(0%) (20%) (40%) (60%) (80%) (100%) 

(A)』] ()()翠沼］：
0 20 40 60 80 100 
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図 l．回転軸の向きを表す方位角と仰俯角

キックとした大腿骨外侃ll」・・果から外果をまたぎ．母指

球までを足関節角度とし．水平から背屈をプラス．底屈

をマイナスと定義した大腿竹外側上果から外果までの

下腿と水平線がなす角9文では水平から反時計ll_1)りをプラ

ス．外果から址指球までの足部と水平線がなす角9文では．

水平から II卸 l洞りをプラスと定義した．

［結果および考察］

1キック中での水ギ述9父 (Fig.l)では2つの加速局面が

確認、され．先行研究と 1司様の結果が得られた． また．振

り下げでの足関節角速疫ピークが大きいほど．述痰ヒ°—

クが大きくなる有、なな負の相l関がみられた また．足I関

節角速殷における振り上げ0)力発揮がみられた (Fig.l).

この結果は．振り下げで力発揮することで振り．Kげ時に

述9父ピークを大きくしている 0)ではないかと推察された．

最もJJIl速｝hj面では．下腿において水平までの伸展がみら

れ．JJll述9"j而中の水平以降と下腿0)屈鼎で減述がみられ

た(Fig.2).

ド腿0)屈Jibを小さくし．投影雁梢を小さくすることで

減述を抑えることができると考えられた．

［結論］

・ード腿0)屈1111・伸展による投影面積の増減が）JIl述と減述

に関係しており加速｝』川iでは．足関節角速9文での振り

l・・げで）J発揮されており．述9虻ピークと振り下げでの足

関節角述9虻ピークで負の相l関がみられたことから．足1関節

の振りドげのピークを大きくすることでより大きな速9文を

褐られ．競技）J向上につながるのではないかと考えられた．
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サッカーにおけるシュートのゴールイン位置と正確性の関係

進藤 和其（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

伊原 佑樹（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

田中 頂陽（流通経済大学）

角田 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

手島 貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

平塚 和也（国士舘大学体育学部）

細川 三二（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：ゴールインエリア．成功率．正確性

I.研究目的

シュート能力は． スピードと正確性． クイミングなど

の様々な要索によって構成されているものの．得、1!i．をする

上でボール速度の速いシュートを打つことは． ゴールキー

バーが反応するよりも速くゴールに到達することを可能に

する．

また． ゴールキーバーのダイビング動作について検討し

た先行研究によると．ゴールキーパーにとって．同じ水

平距離だけ離れたところヘシュートされたとしても．ボー

ルの高さによって防御の難易9文が異なることを報告してい

る． したがって． ゴールキーバーが防御しにくい場所へ正

確にシュートできることは多くの得点をするために重要な

要素であり．ゴールに対してボールを速く正確に蹴ること

は得点する上でh床IJになるものと考えられる．

本研究では． l国l際大会におけるシュートのゴールイン位

置の分析によって実際の試合においての得点、率の高いエ

リアを明らかにすること． さらには． シュートの正確性の

測定することにより．得点率をはjめるための要因について

明らかにすることを目的とした．

II.研究方法

1. 被検者

被検者は．関東大学サッカーリーグ 1部に所属する大

学生男子サッカー選手10名（右利き）を対象とした．

2. シュートのゴールイン位置の分析

「2010FIFAワールドカップ南アフリカオフィシャル

DVDオール・ゴールズ」を｝I1いてシュートのゴールイン位

置の分析を実施した． 2010FIFAワールドカップ南アフ

リカ大会における． 145得点中2つのオウンゴールを除い

た143得点を分析対象とした．分析に際し，専．）0の記録

川紙を作成し． DVDの再生画像から記録した．

3. 正確性テスト

シュートの正確性の指椋として．ゴールの4隅に

1.22m四方のエリアを設骰し．被検者には． そのエリアに

向かってできる限り速いボール述｝文で．できる限り正確

にキックを行うように指示し． ゴール正面から 11m地点

よりキックを行わせた．

Ill.結果及び考察

2010 FIFAワールドカップ南アフリカ大会における

ゴールインエリアに関して．各ゴールインエリアの得点数

は．エリア4が65本と最も多く．エリア師の得点率につ

いてもエリア 4が最も翡値を示した（図1).
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正確性テストにおけるエリア侮の成功率は．エリア4が

58.0%と最も泊j値をぶし．エリア 1とエリア4及びエリア

2とエリア4とのIUIに有立な差が認められた（図2).

拿

70 r I I •:p(0.05 
拿一

。 エリア1 エリア2 エリア3 エリア4

図2 エリア毎の成功率

これらの結果より．実際の試合において， シュートコー

スを選択する際に右下を選択することによって得点率を

蒻められる可能性が誰察された．
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大学サッカー選手における12分闘走とYo-Yoテストの関係

大 野 優（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

伊原 佑樹（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 重陽（流通経済大学）

角田 直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

手島貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学体育学部）

細田三二（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード： Yo-YoIntermittent Recovery Test．競技レベル．ポジション

サッカーの体力的要索の指標として．古くから有酸索

性能力を測定する 12分冊走（以下12MRT)がJljいられて

きており． この走行距離によって，選手の体力水準の評

価が行われてきたしかしながら．サッカーの述動様式は，

ジャンプ， キック． タックル． スプリントなどの高強9虻

の爆発的巡動が．歩行やジョギングなどの低強度運動の

休息期を介して90分1ll繰り返される liIl欠（lり述動である．

従って．有酸索性能力のみならず， r"i欠的巡動能力がサッ

カー選手にとって非常に煎要な体力的要索であると考え

られる． この間欠的述動能力を測定するテストとして．

Bangsboによって開発されたYo-YoIntermittent Recovery 
Test（以下YYIRT)は，繰り返し行われるランニング間の

回復能力に焦点を当て．サッカーのような短い休息を挟

んで激しい運動をする能力が求められるスポーツに適して

tヽる．

本研究では，大学男子サッカー選手を対象に．

12MRT及びYYIRTLevel 2 (L2)を実施し．サッカーに

必要とされる1本力的要因について競技レベル及びボジショ

ン別に検討することを H的とした．

被検者は．関東大学リーグ1部に所属している大学男

子サッカー選手99名とした これらの被検者を競技レベ

ル及びカテゴリー別に分類した．競技レベル別においてA

チームに分類した被検者は， 2013年度JR東H本カップ

2013関東大学サッカーリーグ戦に出場した者， またはlli

揚を前提にトップチームでトレーニングを積んでいた者と

した また． Bチームに分類した者は． リーグ戦での出

場がなく，測定時において，下位チームでトレーニングを

積んでいた者とした． カテゴリー別においては． Defender

(DF), Midfielder (MF). Forward (FW)の3群に分類

した．さらにポジション別として， CenterBack (CB). 

Side Back (SB). Center Half (CH). Side Half (SH). 

FWの5群に分類した． 12MRT及びYYIRTL2における

走行距離の測定を全被検者で実施した．

その結果． 12MRTとYYIRTL2との走行距離は．競

技レベル及びカテゴリーりljともに両者間で打意な相関関

係が認められた また， 12MRT及び:YYJRTL2における

走行距離は，競技レベルに対応して上位群が下位群に比

べて打意に高い値を示した（表1). 従って， YYIRTL2 

における記録が競技レベルを反映することが明らかとなっ

た．

表 l．競技レペル別における YYIRTL2と12MRTの走行距離

Group n 

3

6

 

3

6

 

A

B

 

YYIRTL2pe『fonnance 12 MRT perfo『mance
(m) (m) 

1513.8士279.7J* 3315.5士 106.5]* 
1200.6士274.4_, 3134.1士 179.1

YYIRTL2 :¥,o-Yo lntcrmlttrnt rrcovrry trst Lcnl 2 Values are expressed mean士 S.D.. 
12ヽIRT:12-mlnutc 『unt匹•:Significant difference(p<0.05) 

さらに． 12MRTの走行距離は．各ポジション間に布

滋な差は認められなかったものの． YYIRTL2では，各ポ

ジション間でサイドバックが最も高い値を示した（表2).

表2. ボジション別におけるYYIRTL2と12MRTの走行距離

Category Position n YYIRT L2 perform11nce 12 MRT performance 
(m) (m) 
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 YYIRT L2: Yo-Yo Intermittent rttonry test Lrl・el 2 
12 MRT: 12-minute run test 
CB: center back SB: side back CH: center ha!『
SH : side ha!『F¥¥':rorward 

V11lu~ are expr,匹edmean::1::S.D.. 
• : Significant difference (p<O.OS) 

これらのことから，競技レベル及びポジション別に

YYIRTL2と12MRTとの関係について検討した結果，

YYIRTL2は競技レベル及びポジション別の間欠的な持久

性能力を把握できる可能性が示唆された．
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発育発達に伴う女子サッカー選手の下肢筋形態と

ポールキック能力及び有酸素性持久能力

杉山 真麻（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

伊原 佑樹（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

田中 煎陽（流通経済大学）

角田 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

手島 貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

平塚和也（国士舘大学体育学部）

細田 三二（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：女子サッカー．ボールキック能力．布酸索性持久能力

男子サッカー選手の発脊発達について．幅広い年齢府

を対象とした先行研究が存在するものの． その一方で女

子サッカー選手の発育発達に関する研究は極めて少ない

現状にある．従って，指導現場では，男子サッカー選手

の発育発達に基づいた指祁が女子サッカー選手のトレー

ニングに大きく反映されていることが予想される．

そこで．本研究では．発脊期から成人期までの女f・サッ

カー選手を対象とし形態発育に伴う下肢筋形態とボー

ルキック能力及び持久性能力の発達を明らかにすること

を目的とした．

被検者は． 10歳から 21歳までの女子サッカー選手87

名とした． これらの被検者を2歳術の肝年齢別 (18歳以

降は全て 1群）に分類した（表1).

表 l．暦年齢群別にみた年齢及び身体的特性

群 年齢 身長 体直 BMI 

（歳J （紐J (cm} (kg} 

leu ll 11.1士0.2 145.3士 1.8 3S.9士 1.8 16.9士 0.4

12・13 18 lZ.8±0.1 150.5土 1.2 42.4士 1.7 18.6 ± o.s 

14-15 J2 15.4士0.1 160.1士 J.7 51.3土 2.4 20.4士 0.7

16-17 26 16.8士0.1 157.l土 l.3 50.7土 1.4 20.5 ± 0.5 

18・ 20 19.4士0.2 160.9 ± 1.3 54.4士 1.5 21.0 ± 0.4 

平均餞土信皐1l1蔓

下肢の筋厚は超音波Bモード法により．利き脚の大腿

長50％部位に相当する大腿前部・後部及びド腿長30%

部位に相当する下腿前部・後部を計測した．

ボールキック能力は．ボール飛距離．ボール速庶及び

足関節のスイング速度の測定を実施した．

持久性能力として， 12分 間 走 と bangsboのYo-Yo

Intermittent RecoveryTest Levell (Yo-Yo test)を測定した．

身長や体重 BMIは10歳から 15政にかけて著しく増

大し． 15歳以上になると停滞する傾liりを示した． これら

のことから，女子サッカー選手における形態発育のスバー

トは， 10歳から 15歳頃に迎えることが誰察された．ード肢

の筋厚は． FFMの3分の 1釆当たりの相対値で．下腿前

部においてのみ有意な差が認められた．

m
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図 l．暦年齢群でみたスイング速度．ポール速度及び

ポール飛距離との関係

スイング速度はボール速疫との間に． 12~13歳群及

び18歳以上群にのみ有意な相関l関係が認められた（図

la). ボール速度とボール飛距離の間には．すべての年齢

群において有意な朴II関l関係が認められた（図lb). これら

の結果から．ボール速度はボール飛距離を反映するが．

スイング速度がボール速度と反映するのは． 12~13歳及

び18歳以上であることが推察された．

3000 

2500 

♦.,•:•.’~‘•r-‘．羹lばこ
0 10~11歳群

ーEーマ 2000 
n.s. 

• 12~13歳群

> 1500 

n.s. 
0 14~15歳群

>)--゚ら• 1 000 

n.s. 

． 祐たyF18=0歳2.S83E級_e以_l1(po1上9<x<•9a群50aOSOS21.9;l ーI. 9 -一• ー• • 500 t ..．、． I a ―・ 

゜1800 2000 2200 2400 2600 2800 3000 3200 
12分間走(m)

図2．暦年齢群別にみた 12分間走と Yo-Yotestとの関係

12分冊走と Yo-Yotestの走行距離の問には． 16~17

歳群及び18歳以上群においてのみ有意な相関関係が認め

られたこの結果から．有酸素性能力と間欠的巡動能力

が関与するのは． 16歳以上であるものと推察された．
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大学生スポーツ競技者に対する栄養教育の効果

野崎 久美 (IKl I：舘火学大学院スポーツ・システム研究科）

手島 貨範 (IKII：舘人学人学院スボーツ・システム研究科）

田中 叩湯 （流辿経済大学）

伊原 佑樹 (|―•I」：舘大学人学院スボーツ ・ システム研究科）

平塚和也 （国」．舘人学体脊学部）

角l_11 直也 (|KI上舘大学人学院スポーツ・システム研究科）

キーワー ド： 食物摂JrY..iiil文，淵11:.行動変容． スボーツ栄1洛

スボーツ競技者にとっての食’liは．1{h［なコンディショ

ンでバフォーマンスを尖行するために． 爪災視されている．

しかし．体脊人‘•;!:/|•ー．における食Itiirjの現状は．エネルギー

及び各種栄殺索＾ぶがイ＜足している選手が多くイf在するこ

とが．明らかとなって lヽる． その.flll1l1として．人‘‘和1・：ス

ボーツ競技者は．1|：．i丙の乱れ等から欠食；杯が沿jし、ことな

ど様々な1廿l辿を抱えてtヽ ることが裕げられてtヽ る． ）JIIえ

て．栄義教脊を受けにくい閑境であり．各「1の栄必索怜

摂J［又状況を把ik！する機会も少ないというのが尖状として

考えられる． そこで．本研究は．大学生スボーツ競技者

を対象に．栄1洛教脊を尖施し．栄必教脊の前後において

栄殺索怜摂Jfll:1t及び食生活に関するアンケー トにどのよう

な変化が牛じるかにつtヽて検討することをII(1りとした．

人学準硬式野球選手50名を． },,;-11：．形態別に一人牲ら

し群41名．実家群9名に分類し．食'li,―凋介及び栄於教

脊を実施した食’liー，凋1tば 2013年5JJと 10J Jに食

物摂取頻）文，狐11f.}j法を川 tヽて‘必施した．I｝,iJ脊IIか期（よ， イド

禾リーグ及び秋牛リーグの期1iilであった．栄於教村の内

容は．春季リーグ期及び夏合iii時に水分補給．試合Iiii0)

食・li及ぴ試合後の食・liについてリーフレットを配布した．

栄兆講義は．食’li．バランスについて及び水分補給について

尖施し．講義の際に．料理のレシピ染を配布した．

表 I. 対象者の栄控摂取状況

“i,.着I) H“'疇<,,9 9一—- 9 ..... ... 心 9 9. p,. Pou 9櫨 "• ..., 
工ネルイー(1,,.,:.1) 1938:1.“2 169`土ヽ2l 2157士993 2481ユ892 n冨

たんば（胃（d 61 5土218 59 9.:t169 n皐． 72 2:t3』6 879土242 n，量 n • " 
..“ 690士302 586土170 n．喜 "':1308 89 7土288 ． 
諷＊化壽“) 2“5土854 ?262..1.599 n亀 2939士1529 Jl82il』62

カルシウムゎ 9ヽ̀:t:2メ｝ 411:t:168 n● 582~402 773::t:488 ǹ  

a...., 63土23 53:t:2 I n拿 69エ；33 83±32 n • 

レ91ール日量“‘u ≪M土116 3ふ3士155 "多 ”2士29ヽ “n：：：諏 n.. 

ビ9E91わ 09、::t:031 0 79±0 29 n霊 091士045 I 2!1:t:O 38 • • n • n • 

ピ9夏ンB2(̂d 1 05:t:0ヽ 4 091工029 n三 9,5*063 I U±O S9 

ビ,1ンC(,..} 6ヽ±23 43.1.26 n • 67::t.51 99士79

貪曹纏鑢し 83:t29 69:t3 I 105±59 928:t78 

•aし 96士33 97:t:30 n:l. 96i37 90 2J::5.S n 

“一人●らしn ，如～賓竃＂ Pt• 'It●●胄嗣らa 天●最貪櫨 ・p(O臼・・が00' 亭口艤上●`．．
よ桟:rU, tl夏公によるエ＊ルギー•lthlヽ●●した．

表1は．両群のエネルギー及び栄1洛索等摂取：1し状況を

ぷしたものである．エネルギー及び栄1足索等摂取址は・人

牡らし群では．教ffliiiに比べ教脊後におし‘て．エネルギー
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及び食物級維の項IIでイi．なに低い値をボし．‘必家群で

は．脂質j~水化物． ビタミン B1及びビクミンCの項1-1

におlヽ てイi．邸にぶjlヽ 値をぷした．

栄養教青・栄養だよりを過して、食に胃昧がわきましたか？

63% 

栄養教冑・栄養便りを通して、 栄養教冑・栄養便りを過して、
讐段食べている食事を改善しようと思いましたか？ 貪事のパランスを重●するようになりましたか？

21% 

12% 

□ はい ■ いいえ ■どららでもない□来liil苔

図 I. 栄毀教育・栄社だよりの効果

図1は．栄低教育と栄必だよりの効果についてのアン

ケート結果をぷしたものである．「栄殺教村 ・栄必だより

を通して．将段食べている食’li・を改仰しようと思いました

か？ 」 及び「栄1冷教脊 ・ 栄 1癸だよりを通して．食·J~のバラ

ンスを必哉するようになりましたか？」というJji11に対し

て．「改袴 しようと思った」及び「、意識するようになった」

/.: 1111答した人が8割近くイf在した．

これらの消i't結果から．5か）lに渡る栄1発教脊を実施

したことにより ．栄1送摂J収状況の改蒋は一人が；らし群に

おlヽ ては，認められなかったが．尖家群では． 一部の栄兆索

におlヽ て改仰が詔められた またアンケー l、結果から．

食’liに対する慈識の,,,j|．．がみられた本研究の結果から．

栄1洛教有内容の実践を絣続させるためには．今後も絣絞

的な栄1癸教脊を実施していくことの巫災性がぷ唆された．
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高酸素環境が運動時および運動後の脂質代謝に与える影響

火拗 降輝 （東以人学大学院新領域創成科学研究科）

福崎 千穂（東以大学大学院新領域介lj成科学研究科）

石井 直方（東以人学人学院新領域創成科学研究科．東京大学）く学院総合文化研究科）

キーワー ド： Ii:j酸索棗境．脂質代謝．)j廿tt酸化：It

【緒言】 現 在 メタボリック シン ドローム患者のjii)jl1の影

押を受けて述動が脂質代謝に’j・える彩押について多くの

検討がされている． その一•つに述動中に祐j惟索・閑榜を利

川することで代謝が）l行ft優位になると いう報告 1)がある．

しかしこれらの報作は呼吸交換比からの報告がほとんどで

あり代謝に1関わるホルモンや），閲質の動態などからその効果

につlヽ ては明らかになっていなlヽ．

さらに近年．述動後のIhl復期に脂質代謝がjじ進すると

いう報？f2)があり ．高酸索巧t炭を1111復期に利川する こと

で脂質代謝がJi1)j|lする可能性もあるがそれについてはほと

んど研究がさilてし、なlヽ．

したがって本研究では． I',':j酸索環楼が運動IIがおよ び述

動後の代謝に ’j・える影醐について呼吸交換比およぴ代謝

関連ホルモンやエネルギー），し質の観、1.l・,：から明らかにするこ

とを 1=1的 とした．

【方法】 健康な 20代男性8名を被験者とした．吸引酸索

浪度は21% 02または60%02であった自転 I|i．エル

ゴメ ー タでの30分liijの定常負荷 (60%V02m心）述動の

後 lnl復期として 60分1iil安惟状態を保ってもらうこと

で．酸索浪1文の辿いが述動IIIおよび111|1及期の代，対応答

に与える彩押 について検討した．測定指椋は呼吸交換

比（l狂 R: VC02/V02). JJ訂'i酸化：It（田沢からIndirect

Calorimetory法により計杓）．心拍数 (HR).ノルアドレ

ナリン．アドレナリン．インスリン．遊離脂肋酸． Jfll中乳

酸涙殷 lfll柑濯iであった．

すべてのilllliEJSi11は二元配置分散分析を行った後．

陪索涙皮の効果および交且作）IJが，認められた勘合には．

Bonferoni法で多，fi:比較検定を行った．脂質陪化：1しは対
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図 l． 運動時および回復期のRERの変化

／心のある t検定により比較した．イi謡水準は危険率5%と

した．

【結果］ RERは述ji))時に似j酸索閑様でイi送に低下し (|又I

1).)j紅'i酸化：1しは述動時 （図2)およびllll復期5分1/ilにl',':i

酸索環様でイー1心にJ1；1)JIIした．述動時はアドレナリン． ノ

ルアドレナリン． lfll中乳酸涙度． HRが閥酸索翡環でイi

邸に低 1くした． II_II復期はHR. JUl粕値が此j酸索翡環でイi

慈に低 l‘・した．

［考察】 述!fi)J中はカテコールアミンの減少．ii1大によって

lill利濯［は維持されるので．本研究において沿j酸索環炭で

巡動時脂質酸化：んがJ1；1)J|l したのは．相対的巡動強J虻が 1‘•

がり． lill漿カテコールアミンが減少しグリコーゲンの分

解が抑制され．柏代謝の割合が減少したことが原囚と し

て考えられる．

また．1:':j酸索屎様における述動時．lfll中乳酸涙｝文の低下

からも祇代謝0)1fll合は減少しているとし‘える ．運動liかの

HRは．(:j酸麟環で低くなったことから． l＇，":j酸索環悦

では HRが減少し身体的ストレスが軽減されるといえる．

ー）i.述動後においては5分1/i]のみ閥惟索炭様で}J肛'i酸

化械が心jtヽ状態が維持されたが．それ以降は高酸索屎様

による効果は認めらiLなかった．

【結論】揺酸索環境 ドでは．述動時の脂質代謝は高まり ．

その行後にはカテコールアミン分泌hしの低ドがあること ．

またその効果は述動終 j’5分程度は残{fしてtヽるが それ

以降では，認めらiしなかった．
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プロラクビー選手のシーズン中の体力低下を防止するための

低酸素トレーニンクの効果

安藤兵111-[・（（株）ミウラ ・ドルフィンズ．J1し）せ体育大学大学院）

山本 ll・：品(J1副屋体脊大学スボーツ生命科学系）

キーワード： ラグビー．低惟索トレーニング．補助トレーニング

【目的】

我が国のプロラグビー競技におし‘て． トップリーグとよ

ばれる 1次リーグは．全8チームによるリーグ戦）j式が

約5ヶ月1:ilにわたり行われる ． シーズン中はほほ'11）：辿0）よ

うに試合が行われるため．後半期になるにつれ．辿戦の疲

労や怪我等で1本）Jを維持することが難しくなる．

本研究では．国内のトップリーグで活動するプロラグ

ビー選手に． リーグJり1|:ll中．体）Jを維持するための補助

トレーニングとして．低酸索トレーニングを行い その効

果を検証することを II(1りとした

【方法】

被検者はトップリーグに所属するプロラグビー選手6名

（フォワード選手3名バックス選手3名）とした．低陪

索トレーニングを行う前後にバフォーマンステストを行っ

た．バフォーマンステストは． トレッドミルをJrlいた多段

階負荷試験を行し‘． その際の心拍数(I-IR). Jfll中乳俄談

I文(La).主観的述動強炭 (RPE)をijlll走した．

低酸索トレーニングは．椋闊2,200m相当 （陪索i嚢／文

16.0%)に設定した‘iit/1：低酸索室内で． 1週間に 11111の頻

／文で8週1:il（合，i|8lII|)行った（図1). トレーニングはト

レッドミルを川し‘． フォワード選手は (20秒ウエイトト

レーニング＋ 40秒ランニング＋ 30秒休息） X 10セット．

バックス選手は (60秒ランニング十 45秒休息）X 10セッ

低酸素トレーニング

3日 1週間に1回x8回 3日

図 l．低酸素トレーニングと測定のスケジュール

トを1iった． ランニングの強炭は． トレーニングliiiに行っ

たバフォーマンステス トより求めた80%1-IRpcak強J文から

開始し．被検者の体調を考I.も：しながら負荷を調格した．

ウエイトトレーニングは． I＇l爪：で行うプッシュアップ等と

し 1111数はII.『|hl内にでき るhい人努力1111数 とした． トレー

ニング中は心拍数を測iしした．

【結果と考察】

トレーニング後にil!!I定した多段階負荷試験時の圃一負

荷で．被検者のほぼ全且に HRとLaの低ドが見られた．

さらに．OBLA強／文時の走述1文は． トレーニング後にイT

笈iにJ附JIIした （図2)(p < 0.01). また 「疲労や•I条我で ．

練i1}IO):1しや質が低ドするシーズン後半lfliに．短時間で高

強1文の トレーニングができたこ とがよかった」．「シーズン

後‘|,••も．試合の最後まで 1本））維持が出米た 」 という選手

の内省報｛りがあった しかし一方で 「低酸索の刺激が

思った以 1こにきつすぎて.j直‘iitのトレーニングにxi隊をき

たした」とLヽ う報告もあった．

本liJf究より． プロラグビー選手のシーズン中の休力を

維持するために．短期間の低酸索トレーニングがイi幼であ

ることがぷ唆されたが．今後は．辿‘常のトレーニングと{ji:

)11できるように．個々に応じたトレーニング負,(,:fを検討す

る必＇災があると考えられる ．
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図2. トレーニング前後のOBLA強度の変化
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